
■本市では平成16年の合併以降、旧町村の路線バスを引き継ぎ、市民バスの運行を開始しました。これ

らの市民バスは、旧町村の路線バスを引き継いだ運行体系ですが、もともと小さい集落が広く分散し

ているため交通空白地も多く、移住等に伴い新たに構成された集落への対応等、多くの課題を抱えて

いる状況です。

■加えて、山梨県の中で最も面積の大きい自治体である本市では、自家用車を使った移動を中心とする

ライフスタイルが深く浸透しており、

1 地域公共交通網形成計画策定の背景と目的

本計画で取り扱う輸送機関
●鉄道
大きな輸送力を備えた公共交通機関であり、本市の公共交通の軸となります。
●バス
［民間事業者運行路線、市民バス］
市内を中心とした移動手段として、市民や来訪者の移動を担います。
［デマンドタクシー］
地域におけるワークショップで、タクシー車両等を利用したデマンド交通を導入するアイデアが出されています。
デマンド方式による乗合公共交通は法律上バスですが、本計画では、“デマンドタクシー”と呼びます。
●タクシー
乗合交通では対応できない個別の移動需要に対応します。
●その他［徒歩・自転車・自家用車・家族送迎］
鉄道駅やバス停までの移動手段として、これらの利用を想定した利用環境を整えます。
●特定の人が利用する移動手段［福祉バス、スクールバス、福祉有償運送 等］
公共交通としては位置づけられませんが、地域にある資源として、活用を検討します。

２ 計画の基本事項

（１）計画の区域

■計画の区域は本市全域とします。

■ただし、市民は市外にも移動することが多く、地域間を運行する公共交通もあることから、区域外について

も関係自治体等と連携して事業を行うものとします。

（２）計画の期間

■本計画の期間は平成30年度から平成34年度までの5年間とします。

（３）本計画で対象とするモード（輸送機関）

■本計画の目的は、人々の移動を継続的に確保することです。そのための手段（輸送機関）は狭義の公共交通

だけに限定するものではありません。

■本計画では、活用できるあらゆる手段を統合的に活用し、市民等の移動を担っていくことを目指します。
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市民バスの利用率も低迷しています。

■今後さらに人口減少などが進むことに

より、本市の公共交通を取り巻く環境

は、長期的に厳しいものになっていく

と予想されます。しかし、少子高齢化

社会において、市民が希望を持ち充実

した生活を継続していくためには、公

共交通の確保・維持・改善は、欠くこ

とのできない取り組みであり、「生活

の足」を提供することで、地域の生活

の質を高めることにつながります。

■本市における公共交通の位置づけを明確にするとともに、市民・行政・交通事業者らが将来を見据

え、協働しながら、まちづくりと一体となった新しい公共交通体系の構築を目指します。

本市の人口推移（3区分）

出典：国勢調査

３ 地域および公共交通の現状
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出典：移動と公共交通に関するアンケート（市民アンケート）
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平成28年度に路線の再編や
スクールバス混乗解消など
大幅な変更があったため、
利用者数は大きく変化して
いる

年代別交通不便者の割合

出典：移動と公共交通に関するアンケート
（市民アンケート）

通勤・通学で定期的に
移動する手段

通院で定期的に
移動する手段

買物で定期的に
移動する手段

交通不便
者は10代
と高齢者
に集中し
ている

主な移動先から
生活圏のまとまりをみると、
４つのエリアとなる

移動手段は自家用車や家族送迎が多くなっている
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計画の目標

路線が維持されるよう、
行政、市民、事業者が
誇りと責任を持って取
り組む

生活に必要な移動を地
域公共交通ネットワー
クとして確保する

目標３

行政、市民、事業者が
地域公共交通について
考え、改善する

目標２

目標１

地域公共交通網形成に関する方針

地域公共交通網の整備に関する方針

（１）地域公共交通を必要としている人にターゲットを絞り

ながら移動を確保する

（２）生活圏（エリア）を単位に地域公共交通を検討する

（３）幹線と支線を組み合わせて効率的な地域公共交通体系

を構築する

（４）幹線は協議会が、支線は住民が主体となって計画・運

行・改善を行う

■ 市民が自立して生活するために必要な移動を担

保する

■ 市民だけでなく、観光客等の来訪者もその対象

とする

■ 自力での移動が困難な人については、福祉分野

のサービスと連携して対応する

■ 市民と行政とが協働して地域公共交通をマネジ
メントする

■ 少しずつの不便をお互いに分かち合う

■ 維持・改善に関する方針

■ 整備に関する方針

基本的な考え方 実施施策

１ 公共交通の再編・運行

(１)幹線の再編・運行
(２)地域の支線の再編・運行
(３)観光振興に必要な交通サービスの運行

２ 利便性向上

(１)バス停等の待合環境の改善
(２)車両の更新と整備
(３)パーク&ライド、サイクル&ライド等の環境整備
(４)企画乗車券等の発行
(５)公共交通案内の充実

３ 利用促進

(１)公共交通の乗り方の周知・啓発
(２)利用促進・体験イベント等の開催
(３)利用促進グッズの企画・製作
(４)免許返納者に対する支援
(５)利用状況の地域へのフィードバック

４ 評価・検証

(１)地域公共交通全体の評価・検証の実施
(２)地域における評価・検証の実施
(３)先進的な手法や技術の導入検討

現状・課題

高齢化・人口減少が進んでいる

市民のほとんどは自家用車等による移動に頼っている
公共交通への転換意向は少ない

広範囲に集落が分布している

［支線］
エリア内の移動を担う

［幹線］
市域をまたぐ移動を担う

［幹線］
エリアをつなぐ移動を担う

市の財政が縮小している

市民の移動実態は4つの生活圏に分かれる

交通不便者は10代及び高齢者に集中している

基礎調査、アンケート調査の結果からみえる本市の特徴や課題から、地域公共交通網形成に関する方針、計画の目標、実施施策までの流れを示します。

基
礎
調
査

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

地勢的に市域が大きく３つに分かれている

人口密度が高い地域でも交通空白（注1）が生じている

市民バスの利用者数が減少している

ほとんど利用されないバス停・区間がある

地域公共交通網の維持・改善に関する方針

（５）地域公共交通を持続可能なものにするため住民及び協

議会が責任ある役割を担う

（６）利用促進を地域公共交通網の整備とあわせて展開する

（７）評価・検証に基づく見直しを定期的に実施する

注１）交通空白とは、バス停及び駅から一定距離外の地域を指す。
本計画では、一般的な基準である駅より1ｋｍ・バス路線より500m以外を交通空白とする。

４ 現状・課題のまとめ、地域公共交通網形成に関する方針、計画の目標、実施施策
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山交タウンコーチ
韮崎下教来石線

山交タウンコーチ
増富温泉線

スパティオ

高根総合支所

きららシティ

甲陽病院

北杜高校

塩川病院

市役所

北線（仮）

起点ー終点 スパティオ － 長坂駅

所要時間 約40分

車両 マイクロバス

東西線（仮）

起点ー終点
小淵沢駅 － 高根総合
支所

所要時間 約30分

車両 マイクロバス

南線（仮）

起点ー終点
長坂駅－市役所－日野
春駅 （相方向循環線）

所要時間 約60分

車両 マイクロバス

西線（仮）

起点ー終点 日野春駅 － 長坂駅

所要時間 約40分

車両 マイクロバス

甲陵高校

帝京第三高校

山交タウンコーチ
仁田平線

ひまわり市場

長坂総合支所

大泉総合支所

小淵沢総合支所

白州総合支所

武川総合支所

明野総合支所

須玉総合支所
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山交タウンコーチ
韮崎下教来石線

山交タウンコーチ
増富温泉線

スパティオ

ひまわり市場

高根総合支所

きららシティ

甲陽病院

北杜高校

塩川病院

市役所

大泉・長坂線

起点ー終点 大開 － 長坂駅

所要時間

車両 マイクロバス

清里・長坂線

起点ー終点 － 長坂駅

所要時間

車両 マイクロバス

南線（仮）

起点ー終点
長坂駅－市役所－日野
春駅 （相方向循環線）

所要時間 約60分

車両 マイクロバス

横手・日野春線（仮）

起点ー終点 横手 － 日野春駅

所要時間

車両 マイクロバス

長坂駅で
「大泉・長坂線」「清里・長坂線」
→「南線（仮）」への接続をとる

牧の原で
「韮崎下教来石線」→「横手・日
野春線」への接続をとる

甲陵高校

帝京第三高校

山交タウンコーチ
仁田平線

長坂総合支所

大泉総合支所

小淵沢総合支所

白州総合支所

武川総合支所

明野総合支所

須玉総合支所

５ 目標を達成するために実施する事業

新しい幹線の運行（案）（日中基本運行）本計画で実施する事業とスケジュールを示します。

新しい幹線の運行（案）（朝夕通学対応便）

5 6

実施項目 施策 H30 H31 H32 H33 H34

(４)免許返納者に対する支援

(５)利用状況の地域への
　　フィードバック

(１)地域公共交通全体の

　　評価・検証の実施

(２)地域における

　　評価・検証の実施

(３)先進的な手法や技術
　　の導入検討
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(５)公共交通案内の充実

(３)パーク＆ライド、サイク

　　ル＆ライド等の環境整備

(４)企画乗車券等の発行

(１)公共交通の乗り方の
　　周知・啓発

(２)利用促進・体験イベント
　　等の開催

(３)利用促進グッズの
　　企画・製作

３
　

利
用

促
進

幹線案の具体化 運行

評価・検証

支線案の具体化
（WSの開催）

見
直
し

見
直
し

見
直
し

整備

整備地の選定 整備方針の検討 整備

企画

時刻表

の作成

幹線における免許返納者へのインセンティブの付与

調査

全体

評価

新体系での運行

評価・検証

見
直
し

見
直
し

見
直
し

評価・

検証
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検証
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新設 運行 運行 運行
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整備地の選定 整備地の選定整備地の選定
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の作成
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の発行

整備地

の選定

案内板

の整備
整備地

の選定

案内板

の整備

ＨＰによる新体系の情報発信

観光客への新体系の情報発信

ＨＰによる情報発信

観光客への情報発信

高校生への説明会

出前講座

アンケート

運営組織への支援

高校生への説明会
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運営組織への支援
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出前講座

実施

企画 企画 企画

実施 実施 実施

企画 製作 企画 製作 企画 製作 企画 製作

支線における免許返納者へのインセンティブの付与
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地域で
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地域で
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地域で

の評価
地域で
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目標１ 生活に必要な移動を地域公共交通ネットワークとして確保する

地域の拠点までの移動は、地域の特徴や個性にあった支線を運行するため、地域による議論を深めエリアごとの
支線の運行を目指します。８つの地域（４つの生活圏）を有機的につなげ、市内において地域を越えた交流がで
きる幹線を整備します。幹線は一定の運行頻度を確保することで、地域間移動の利便性を高めます。

目標値

指標 現状値 目標値（H34）

幹線の運行便数 6～12便１ 1日8便程度

新たに運行する支線 - 4エリア（H31）２

公共交通カバー圏率 87.6％３ 95％

注[1] 平成29年現在の北杜市民バスのうち、毎日運行している路線(北杜高校便除く)の値。
注[2] 支線の運行については平成31年4月の運行開始を目指している。

注[3] 鉄道駅から半径１km、バス停から半径500mを公共交通カバー圏とし、そこに住んでいる人口の全市人口に占める割合を公共交通カバー圏率とします。
公共交通カバー圏率は通勤通学対応路線ではなく、日中の路線で評価するものとします。

目標２ 路線が維持されるよう、行政、市民、事業者が誇りと責任を持って取り組む

地域公共交通が持続的に運行するためには、一定の利用及び収入が必要です。自らの地域の路線を維持するため、
行政、住民、事業者のそれぞれが路線に誇りと責任を持って維持に努めます。
幹線の利用目標は、１便あたり3人／便とし、朝夕の通学便を5人／便とします。支線は運行形態が地域によって
異なるため、収支率を目標とします。

目標値

指標 現状値 目標値（H31）４

幹線の1便あたり利用者数
2.5人／便５

3人／便

朝夕通学便の利用者数 5人／便

幹線（通学便含む）の収支率６

15.8％７
20％

支線の収支率（エリアごと） 10％

注[4] 運行実績については、見直し後の平成31年度より平成34年度まで継続的な目標値とする。
注[5] 平成28年度北杜市民バス全体の実績。
注[6] 収支率＝（運賃等収入 / 運行経費）。収支率100％以上で黒字経営となります。
注[7] 平成28年度北杜市民バス全体の実績。

目標３ 行政、市民、事業者が地域公共交通について考え、改善する

行政や事業者だけでなく市民が地域公共交通について考え、自らの地域の公共交通を改善していくための取り組
みを継続します。地域による評価・検証と改善への検討を重ねることで、地域の公共交通を改善していきます。

目標値

指標 現状値 目標値（H34）

地域における公共交通の運営会議開催数（エリアごと） ― 2回／年

地域における公共交通の運営会議の継続地域 ― 4エリア

６ 目標値
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